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■ 特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。

■ 記入にあたっては、お子さんの希望も踏まえお子さんの保護者の方にお願いいたします。もし、保護者

の方が書けない場合は、身近な方が保護者の意見を聞きながらご記入くださいますようお願いします。

■ 設問中、時間を記入するものは、24時間制（0時～24時）でお答えください。

■ ご記入いただいた調査票は同封の返信用封筒に入れ、封をして平成31年１月２５日（金）

までに、切手を貼らずにそのまま郵便ポストにご投函ください。なお、封筒・調査票への氏名の記
入は不要です。

廿日市市役所 福祉保健部 こども課 企画推進グループ

電 話：0829-30-9197

ご記入について

調査票の返送について

お問い合わせ先

廿日市市子育てに関するアンケート調査

～ みなさまから頂いたご回答は、地域の子育て支援の充実に活かされます ～

このたび、廿日市市では、子ども・子育て支援制度に基づく「第２期廿日市市子ども・子育

て支援事業計画」を策定することとなり、市民のみなさまの子ども・子育てに関する生活実態

やご要望・ご意見などを把握するため、アンケート調査を実施することといたしました。

このアンケート調査は、小学生のお子さんをお持ちの１，８００世帯を対象に実施していま

す。ご回答いただいた内容は、今後の子育て支援施策を進めていくための基礎資料にのみ利用

させていただくもので、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他にもれたり、他の目

的に利用されたりすることは一切ありません。

つきましては、ご多忙のこととは存じますが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さいますよう、お願い申し上げます。

平成31年１月

廿日市市長 眞野 勝弘

小学生の保護者対象調査

市の審議会等で検討 子ども・子育て支援

事業計画を作成
子育て支援の充実子育て支援の利用状況

や課題を把握

ご回答にあたってのお願い
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１ お子さんとご家族の状況について

問１ あなたのお住まいの地域はどちらですか。（１つに○）

問２ あて名のお子さんは何年生ですか。（○は１つ）

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃる場合、

末の子の年齢（平成31年1月１日現在の年齢）をご記入下さい。（（ ）に数字で記入）

問４ この調査票にご回答いただく方は、あて名のお子さんからみた関係でどなたですか。（○は１つ）

問５ あて名のお子さんの世帯についてお答えください。（あてはまるものすべてに○）

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのは誰ですか。あて名のお子さんか

らみた関係でお答えください。（○は１つ）

問７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方は誰（どこ）ですか。

（あてはまるものすべてに○）

問８ 日ごろ、あて名のお子さんをみてもらえる親族や知人はいますか。（あてはまるものすべてに○）

１．佐方小学校区 2．廿日市小学校区 3．平良小学校区 ４．原小学校区

5．金剛寺小学校区 6．宮園小学校区 ７．四季が丘小学校区 ８．宮内小学校区

9．地御前小学校区 10．阿品台東小学校区 11．阿品台西小学校区 12．友和小学校区

13．津田小学校区 14．吉和小学校区 15．大野東小学校区 16．大野西小学校区

17．宮島小学校区

1年生 ２年生 ３年生 4年生 ５年生 ６年生

きょうだい数 （ ） 人 末の子の年齢（ ）歳

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ）

１．父母同居 ２．父同居（ひとり親） ３．母同居（ひとり親） ４．祖父母と同居

５．30分以内の行き来できる範囲に祖父母がいる ６．その他（ ）

１．父親母親ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（ ）

１．家庭 ２．祖父母 ３．友人・知人 ４．地域

５．小学校 ６．留守家庭児童会・児童館 ７．学習塾・習い事等 ８．スポーツクラブ等

９．その他（ ）

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

５．いずれもいない
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２ お子さんの保護者の就労状況について

問９ あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）と、１年以内に希望

する就労状況を教えてください。「働いている」には、自営業、家族従事者、産休・育休・介護休暇

中を含みます。（それぞれ１つに○）

※配偶者のいない方は①、②ともに「１」「４」「５」からお選びください。

【問９の①で現在働いていると答えた方（①で１〜４を選択した方）】

問９－１ １日平均何時間、週何日、市内・市外のどちらで働いているかをご記入ください。

【問９の②で１年以内の就労状況の希望が「働いていない」と答えた方（②で３又は５を選択した方）】

問９－２ １年後以降の就労希望についておうかがいします。（それぞれ１つに○、（ ）に数字を記入）

問10 公的年金と社会保障給付金以外の収入についておうかがいします。お子さんと生計を共にして

いる世帯全員の、おおよその年間収入（税込）はいくらですか。（１つに○）

※年間収入（税込）には、勤労収入（パート、アルバイトを含む）、事業収入（自営業等）、を含み

ますが、公的年金と社会保障給付金（児童手当や児童扶養手当等）は除いてお考えください。

①現在の

就労状況

②１年以内に希

望する就労状況

（②で1年以内に希望する就労状況が変わらないときは、

➀と同じ番号をお答えください。）

１ １ ２人ともフルタイムで働いている

２ ２ １人はフルタイム、１人はパートタイムで働いている

３ ３ １人はフルタイム又はパートで働いていて、１人は働いていない

４ ４ ２人ともパートタイムで働いている

５ ５ ２人とも働いていない

就労時間（数字を記入） 就労日数（数字を記入） 就労場所（どちらかに○）

母親 １日平均（ ）時間 週（ ）日 １．市内 ２．市外

父親 １日平均（ ）時間 週（ ）日 １．市内 ２．市外

母親
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

父親
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

１．収入はない（０円） ２．１～50万円未満 ３．50～100万円未満

４．100～200万円未満 ５．200～300万円未満 ６．300～400万円未満

７．400～500万円未満 ８．500～600万円未満 ９．600～700万円未満

10．700～800万円未満 11．800～900万円未満 12．900万円以上
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３ あて名のお子さんの放課後の過ごし方について

※留守家庭児童会（公設の放課後児童クラブ）とは、保護者が就労しているなどの理由で、放課後に子ども

だけで過ごす状況にある、おおむね小学校の児童を預かり、その安全性を確保するサービスです。利用に

あたっては、一定の利用料がかかります。

※放課後等デイサービスとは、就学中の障がいのある児童に対して、授業の終了後または学校の休業日に、

生活能力向上のために必要な訓練、社会との交流促進その他の必要な支援を行うサービスです。利用にあ

たっては、一定の利用料がかかります。

※民間の放課後児童クラブとは、保護者が就労しているなどの理由で、放課後に子どもだけで過ごす状況に

ある、おおむね小学校の児童を預かり、その安全性を確保する民間事業者が運営するサービスです。利用

にあたっては、一定の利用料がかかります。

※放課後子ども教室とは、地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や市民センターで異学年交流や

スポーツ・文化活動ができるようにする取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が参

加できます。

【月～土曜日について】

問11 あて名のお子さんは、放課後（月曜日～土曜日）の時間をどのような場所で過ごしていますか。

あてはまるものを選択し、それぞれ1週間あたりの日数を数字でご記入ください。また、「留守家

庭児童会」「放課後等デイサービス」「民間の放課後児童クラブ」の場合には、利用時間を24時間

表記でご記入ください。（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）

問12 あて名のお子さんを、放課後（月曜日～土曜日）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。

あてはまるものを選択し、それぞれ希望する1週間あたりの日数を数字でご記入ください。また、

「留守家庭児童会」「放課後等デイサービス」「民間の放課後児童クラブ」の場合には、利用を希

望する時間を24時間表記でご記入ください。（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）

１．自宅 週に（ ）日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に（ ）日くらい

３．習い事・スポーツ活動 週に（ ）日くらい

４．留守家庭児童会 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

５．放課後等デイサービス 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

６．民間の放課後児童クラブ 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

７．放課後子ども教室 週に（ ）日くらい

８．ファミリー・サポート・センター（提供会員宅等） 週に（ ）日くらい

９．その他（児童館、市民センター、公園など） 週に（ ）日くらい

１．自宅 週に（ ）日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に（ ）日くらい

３．習い事・スポーツ活動 週に（ ）日くらい

４．留守家庭児童会 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

５．放課後等デイサービス 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

６．民間の放課後児童クラブ 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

７．放課後子ども教室 週に（ ）日くらい

８．ファミリー・サポート・センター（提供会員宅等） 週に（ ）日くらい

９．その他（児童館、市民センター、公園など） 週に（ ）日くらい
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【問11で「４．留守家庭児童会」を選んだ方】

問13 現在通っている留守家庭児童会に対して、どのような要望がありますか。

（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）※現在の開会時間は、１８：３０です

【長期休暇中について】

問14 あて名のお子さんは、学校が休みの日の時間をどのような場所で過ごしていますか。

また、「留守家庭児童会」「放課後等デイサービス」「民間の放課後児童クラブ」の場合には、利

用時間を24時間表記でご記入ください。（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）

問15 あて名のお子さんを、学校が休みの日の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。

また、「留守家庭児童会」「放課後等デイサービス」「民間の放課後児童クラブ」の場合には、利

用を希望する時間を24時間表記でご記入ください。（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を

記入）

１．開会時間を延長してほしい（ 時まで） ２．お盆・年末年始に開いてほしい

３．施設設備を改善してほしい ４．指導内容を工夫してほしい

５．指導員の対応をよくしてほしい ６．駐車場の整備

７．日曜日に開会してほしい ８．その他（ ）

９．特にない

１．自宅 週に（ ）日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に（ ）日くらい

３．習い事・スポーツ活動 週に（ ）日くらい

４．留守家庭児童会 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

５．放課後等デイサービス 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

６．民間の放課後児童クラブ 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

７．放課後子ども教室 週に（ ）日くらい

８．ファミリー・サポート・センター（提供会員宅等） 週に（ ）日くらい

９．その他（児童館、市民センター、公園など） 週に（ ）日くらい

１．自宅 週に（ ）日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に（ ）日くらい

３．習い事・スポーツ活動 週に（ ）日くらい

４．留守家庭児童会 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

５．放課後等デイサービス 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

６．民間の放課後児童クラブ 週に（ ）日くらい → 下校時から（ ）時まで

７．放課後子ども教室 週に（ ）日くらい

８．ファミリー・サポート・センター（提供会員宅等） 週に（ ）日くらい

９．その他（児童館、市民センター、公園など） 週に（ ）日くらい



6

【問11、12、14、15で、「３．習い事・スポーツ活動」を選択された方】

問16 具体的に、どのような習い事、スポーツをしていますか。また、させたいと思いますか。

４ お子さんが病気のときなどの対応について

問17 あて名のお子さんが病気やケガで学校等に通学できなかった場合に、この１年間に行った対処

方法はどれですか。それぞれの日数も（ ）の中にご記入ください。

（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）

【問17で「１．父親、又は母親が休んだ」を選択した方】

問17－１ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」と思いましたか。

（どちらかに○、（ ）に数字を記入）

※なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかります。

問18 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを

「泊まりがけ」で家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから

なかった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法を選択し、それぞれの泊数も

ご記入ください。（あてはまるものすべてに○、（ ）に数字を記入）

➀現在行っている習い事、スポーツ等 ②今後希望する習い事、スポーツ等

１．父親、又は母親が休んだ 年に（ ）日

２．病児・病後児の保育を利用した 年に（ ）日

３．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年に（ ）日

４．就労していない家族や、親族・知人などに子どもをみてもらえた 年に（ ）日

５．その他（ ）

６．この一年で、病気やケガはなかった

１．できれば病児・病後児保育施設を利用したい 年に（ ）日

２．利用したいとは思わない

１．無理をして親族・知人にみてもらった

１～４を選択された方の合計宿泊数

年（ ）泊程度

２．ショートステイ事業を利用した

（児童養護施設、子ども対象デイサービス等で一時的

に、子どもを預かる事業）

３．仕方なく子どもを同行させた

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた

５．２以外の事業を利用した（認可外施設、ベビーシッター等）

６．無理なくみてもらえる親族・知人がいる

７．泊まりがけでみてもらうことはなかった
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５ お子さんとの暮らしについて

問19 子育てをしていて良かったことや喜びを感じたことはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

問20 子育てに関して、悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

問21 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．子どもとの交流が楽しい ２．子どもの成長をみるのが喜びである

３．子どもの成長を通して人間関係が広がる ４．人間的に成長できる

５．家庭の中が明るくなる ６．夫婦や家族のきずなが強くなる

７．孤独感を感じることがない ８．その他（ ）

９．特にない

１．子どもの発育や発達に関すること

３．子どもの病気やけがに関する事

２．食事や栄養に関すること

４．子どものしつけに関する事

５．子育ての方法がよくわからないこと ６．子どもとの接し方に自信が持てないこと

７．子どもとの時間を十分とれないこと ８．話し相手や相談相手がいないこと

９．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 10．子どもの教育に関すること

11．友達づきあい（いじめなどを含む）に関すること 12．登園拒否、不登校などの問題について

13．家族と子育てに関しての意見が合わないこと 14．自分の子育てについて、親族・近隣の人・

職場など周りのみる目が気になること

15．家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいな

いこと

16．子どもをしかりすぎているような気がす

ること

17．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあ

げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

18．地域の子育て支援サービスの内容や利用・

申込方法がよくわからないこと

19．子育てで出費がかさむこと 20．部屋が狭いなど、住居が子育てに適した

環境ではないこと

21．その他（ ） 22．特にない

１．配偶者 ２．親族（親・兄弟姉妹など） ３．近所の人

４．地域の友人・知人 ５．職場の友人・知人 ６．かかりつけ医

７．小学校（教育委員会含む） ８．留守家庭児童会・児童館 ９．民生委員児童委員

10．市の子育て関連窓口

（ネウボラはつかいち、各支所）

11．子育てサロン、子育てサークル 12．インターネット

13．児童発達支援センター 14．その他（
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問22 教育や子育てに関する情報はどのように入手していますか。（あてはまるものすべてに○）

問23 市の子育て支援サービスの情報は入手しやすいと感じますか。（○は１つ）

６ 子育てと地域の関わりについて

問24 子育てをする人にとって、地域の支えは重要だと思いますか。（〇は１つ）

問25 地域で子育てを支えるために、どんなことが重要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○）

１．市の広報紙・ホームページ

（はついく含む）

２．インターネット ３．スマホアプリ

４．学校 ５．親や兄弟姉妹 ６．友だち

７．一般の情報誌 ８．育児書 ９．育児雑誌

10．その他（ ）

１．感じる ２．感じない ３．わからない

１．とても重要だと思う ２．やや重要だと思う ３．どちらともいえない

４．あまり重要ではないと思う ５．全く重要ではないと思う ６．わからない

１．子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があること

２．子どもの防犯のための声かけや登下校の見守りをする人がいること

３．子どもと一緒に遊ぶ人や場があること

４．子育てに関する情報を提供する人や場があること

５．子育てをする親同士で話しができる仲間づくりの場があること

６．子どもと大人が一緒に参加できる地域の行事やお祭りなどがあること

７．不意の外出や親の帰りが遅くなった時などに子どもを預かる人や場があること

８．子どもにスポーツや勉強を教える人や場があること

９．地域の伝統文化を子どもに伝える人や場があること

10．小中学校の校外学習や行事をサポートする人がいること

11．子育て家庭の家事を支援する人や場があること

12．子どもに自分の職業体験や人生経験を伝える人や場があること

1３．子どもに食事を提供できる場があること

14．その他（ ）

15．特にない
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７ お子さんの遊び場について

問26 あて名のお子さんの遊び場は主につぎのどれですか。（あてはまるものすべてに○）お子さんが、

小学校に行っている場合は、休日や学校終了後の遊び場について答えてください。

問27 あなた自身があて名のお子さんといっしょに遊ぶことはありますか。（○は１つ）

問28 どんな場所や施設があれば、あなた自身とあて名のお子さんといっしょに利用したいですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．公園 ２．児童館 ３．公園以外の広場、空き地等

４．自宅や友達等の家 ５．自然の遊び場（山、川等） ６．自宅の庭やマンション等の敷地内

７．その他（ ）

１．よく遊ぶ ２．時々遊ぶ ３．ほとんど遊ばない

１．遊具が充実した遊び場

２．悪天候でも遊べる屋内の遊び場

３．地域の人たちと交流しながら飲食できる施設

４．図書館や体育館などを兼ね備えた多目的施設

５．自然と触れ合える遊び場

６．子育て相談や食育相談などができる施設

７．その他（ ）
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８ お子さんの生活環境等について

問29 お子さんは、学校の授業内容を理解できていると思いますか。（○は１つ）

問30 将来、お子さんをどの段階まで教育を受けさせたいですか。（○は１つ）

【問30で「１」～「４」を選択された方】

問30-1 その理由は、何ですか。（○は１つ）

問31 お子さんは、学校に行く日に朝食を食べていますか。（○は１つ）

問32 お子さんは、学校に行く日に誰と朝食をとりますか。（あてはまるものすべてに○）

１．いつもわかっている ２．だいたいわかっている

３．わかるときの方が多い ４．わからないときの方が多い

５．よくわかっていない

１．中学（中学部）まで ２．高校（高等部）まで

３．短大・高専・専門学校（専攻科）まで ４．大学またはそれ以上

５．まだわからない

１．保護者としての希望 ２．一般的な進路だと思うから

３．お子さんがそう希望しているから ４．家庭に経済的な余裕がないから

５．お子さんの学力から考えて ６．その他（ ）

７．特に理由はない

１．毎日食べる ２．食べる方が多い（週４・５日）

３．食べないときの方が多い（週２・３日） ４．ほとんど食べない

１．きょうだい ２．子ども以外の家族

３．本人のみ ４．その他（ ）
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９ 子ども・子育てに関する廿日市市の取組について

問33 廿日市市は子育てがしやすいまちだと思いますか。（○は１つ）

【問33で「１．そう思う」 「２．まあそう思う」を選択した方におうかがいします。】

問33－１ 子育てがしやすいと思った理由をお書きください。

【問33で「４．あまりそう思わない」 「５．そう思わない」を選択した方】

問33－2 その理由をお書きください。

問34 仕事と子育ての両立支援を図るため、どのような制度や支援策を企業などに取り組んでほしい

と思いますか。（あてはまるものすべてに○）

１．そう思う ２．まあそう思う ３．どちらでもない

４．あまりそう思わない ５．そう思わない

１．妊娠中や育児期間中の勤務軽減（始業・就業時間を選択できる制度や短時間勤務制度など）

２．育児休業制度や再雇用制度の普及促進と、それを円滑に利用できる環境づくり

３．子どもが病気やけがの時などに安心して看護のための休暇がとれる制度

４．勤務先に保育施設を設置する

５．男性も育児休業制度が利用できるなど、子育てに男性も参加できる環境づくり

６．子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深めていくこと

７．女性の就労継続に対する企業の理解や支援

８．その他（ ）
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問35 皆さんが、今後希望される子育て支援について教えてください。（あてはまるものすべてに○）

問36 その他、市の施策に関するご意見・ご要望等がありましたら、ご自由にお書きください。

たくさんの設問にご回答いただき、ありがとうございました。

１．親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい

２．親子で楽しめるイベントを開催してほしい

３．子連れでも出かけやすく楽しめる場所（子育てサークル等）を増やしてほしい

４．安全な遊び場を増やしてほしい

５．子育てに困ったときに相談したり情報が得られる場をつくってほしい

６．留守家庭児童会等の数や定員を増やしてほしい

７．子育てにかかる費用を援助してほしい

８．誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育てサービスがほしい

９．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい

10．子育てに配慮した公営住宅を整備してほしい

11．子育てに配慮した道路や施設を整備してほしい

12．子育てについて学べる機会をつくってほしい

13．親同士の交流の場を増やしてほしい

14．その他（


